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日
　
本
　
私
　
法
　
学
　
会
　
会
　
報

□ 　

日
本
私
法
学
会
第
八
七
回
大
会
を
左
記
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
︒
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
︑
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
︒

一　

期　
　

日　
　

二
〇
二
四
年
一
〇
月
一
二
日
︵
土
︶︑
一
三
日
︵
日
︶

二　

場　
　

所　
　

大
阪
大
学
豊
中
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
︵
〒
五
六
〇
-
〇
〇
四
三　

大
阪
府
豊
中
市
待
兼
山
町
一
-
六
︶

◯　

本
年
度
大
会
へ
の
参
加
方
法

　

本
年
度
大
会
は
︑
現
地
参
加
の
ほ
か
︑
通
常
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
お
よ
び
総
会
を
除
い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒
オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴
を

さ
れ
る
方
か
ら
の
質
問
等
は
︑
予
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
︒

◯　

事
前
参
加
登
録

　

本
年
度
大
会
に
参
加
す
る
た
め
に
は
︑
現
地
参
加
を
さ
れ
る
か
︑
オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴
を
さ
れ
る
か
に
か
か
わ
ら
ず
︑
事
前
参
加
登
録
を
し
て
い
た
だ
く
必
要

が
ご
ざ
い
ま
す
︒
登
録
期
限
は
︑
二
〇
二
四
年
一
〇
月
八
日
︵
火
︶
正
午
と
な
り
ま
す
︒
従
来
と
異
な
り
︑
開
催
校
へ
は
が
き
を
送
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

よ
っ
て
出
欠
の
確
認
を
す
る
こ
と
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
︑
ご
注
意
く
だ
さ
い
︒

　

事
前
参
加
登
録
は
︑
日
本
私
法
学
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
︵https://japl.jp/

︶
の
﹁
活
動
・
大
会
﹂
の
本
年
度
大
会
の
お
知
ら
せ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
会
員
用
事
前

参
加
登
録
ペ
ー
ジ
へ
の
リ
ン
ク
か
ら
︑
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒
会
員
番
号
は
︑
本
文
書
が
入
っ
た
封
筒
の
宛
名
ラ
ベ
ル
に
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
︒
会
員
Ｐ

Ｗ
は
︑
す
べ
て
の
会
員
に
あ
ら
か
じ
め
発
行
さ
れ
︑
オ
ン
ラ
イ
ン
で
会
員
登
録
情
報
の
変
更
等
を
さ
れ
る
と
き
に
用
い
ら
れ
て
い
る
Ｐ
Ｗ
の
こ
と
で
す
︒
会
員

番
号
や
会
員
Ｐ
Ｗ
が
わ
か
ら
な
い
方
は
︑
学
会
支
援
機
構
ま
で
メ
ー
ル
︵japl@

asas-m
ail.jp

︶
で
ご
照
会
く
だ
さ
い
︵
平
日
の
み
対
応
可
︒
会
員
Ｐ
Ｗ
は
︑
会

員
用
事
前
参
加
登
録
ペ
ー
ジ
ト
ッ
プ
画
面
下
部
か
ら
も
照
会
可
︶︒

　

事
前
参
加
登
録
の
フ
ォ
ー
ム
で
入
力
し
た
情
報
︵
氏
名
・
所
属
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
・
参
加
方
法
・
参
加
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
︶
は
︑
大
会
運
営
に
使
用
す
る
目

的
で
︑
開
催
校
に
提
供
さ
れ
ま
す
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
︒

◯　

大
会
特
設
ペ
ー
ジ

　

事
前
参
加
登
録
を
さ
れ
た
方
に
は
︑
自
動
配
信
メ
ー
ル
に
て
︑
大
会
特
設
ペ
ー
ジ
の
パ
ス
ワ
ー
ド
が
送
付
さ
れ
ま
す
︒
自
動
配
信
メ
ー
ル
は
︑
事
前
参
加
登

録
の
フ
ォ
ー
ム
に
入
力
し
て
い
た
だ
い
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
送
信
さ
れ
ま
す
の
で
︑
入
力
ミ
ス
が
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
︒

　

大
会
特
設
ペ
ー
ジ
は
︑
日
本
私
法
学
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
︵https://japl.jp/

︶
の
ペ
ー
ジ
の
右
上
か
ら
︑
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒

　

大
会
特
設
ペ
ー
ジ
に
は
︑
報
告
資
料
︵
レ
ジ
ュ
メ
︶︑
オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴
用
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
な
ど
︑
本
年
度
大
会
に
関
す
る
資
料
・
情
報
が
掲
載
さ
れ
ま
す
︒
本
年
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度
大
会
で
は
︑
報
告
資
料
︵
レ
ジ
ュ
メ
︶
は
︑
現
地
で
の
配
布
を
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
︑
各
自
︑
大
会
特
設
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
・
印
刷
す
る
等
し
て
︑

ご
用
意
く
だ
さ
い
︒

三　

学
会
次
第

Ⅰ　

日
本
私
法
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
一
〇
月
一
二
日　

九
時
三
〇
分
～
一
七
時
）

　

⑴　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹁
多
様
な
リ
ス
ク
へ
の
法
的
対
応
と
民
事
責
任

│
科
学
技
術
の
発
展
に
伴
う
リ
ス
ク
を
中
心
に
﹂

　
　

司　

会 

学
習
院
大
学
教
授　
　

大　

村　

敦　

志

 

京
都
大
学
教
授　
　

山　

本　

敬　

三

　
　

報　

告

　
　

問
題
提
起

│
様
々
な
リ
ス
ク
︑
リ
ス
ク
論
と
不
法
行
為
法 

早
稲
田
大
学
教
授　
　

大　

塚　
　
　

直

　
　

１　

公
害
・
環
境
・
原
発
リ
ス
ク
と
不
法
行
為
法 

早
稲
田
大
学
教
授　
　

大　

塚　
　
　

直

　
　

２　

医
療
・
医
薬
品
の
リ
ス
ク
と
不
法
行
為
法 

東
京
大
学
教
授　
　

米　

村　

滋　

人

　
　

３　

自
動
運
転
等
に
お
け
る
責
任
主
体
・
補
償
等
の
あ
り
方 

早
稲
田
大
学
教
授　
　

山　

口　

斉　

昭

　
　

４　

Ａ
Ｉ
の
リ
ス
ク
と
無
過
失
責
任 

京
都
大
学
教
授　
　

橋　

本　

佳　

幸

　
　

５　

科
学
技
術
に
関
す
る
リ
ス
ク
制
御
と
国
の
責
任 

早
稲
田
大
学
教
授　
　

下　

山　

憲　

治

　
　

総
括

│
科
学
技
術
の
発
展
に
伴
う
多
様
な
リ
ス
ク
と
不
法
行
為
法 

早
稲
田
大
学
教
授　
　

大　

塚　
　
　

直

　
　

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー 

学
習
院
大
学
教
授　
　

小　

塚　

荘
一
郎

 

東
京
大
学
教
授　
　

中　

原　

太　

郎

　
　
　

＊　

各
報
告
に
つ
い
て
は
︑
別
添
の
資
料
︵
Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
二
七
二
号
抜
刷
︶
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
︒

　

⑵　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹁
近
時
の
Ｍ
＆
Ａ
法
制
の
動
向
と
理
論
的
課
題
﹂

　
　

司　

会 

東
京
大
学
教
授　
　

田　

中　
　
　

亘

　
　

報　

告

　
　

１　

総　

論

│
Ｍ
＆
Ａ
法
制
の
検
討
課
題 

東
京
大
学
教
授　
　

田　

中　
　
　

亘

　
　

２　

買
収
を
め
ぐ
る
対
象
会
社
の
取
締
役
の
行
為
規
範 

神
戸
大
学
教
授　
　

行　

岡　

睦　

彦

　
　

３　

構
造
的
な
利
益
相
反
の
あ
る
Ｍ
＆
Ａ
取
引
の
規
律 

京
都
大
学
教
授　
　

白　

井　

正　

和

　
　

４　

公
開
買
付
規
制
改
正
と
今
後
の
買
収
防
衛
策
の
展
望 

東
京
大
学
教
授　
　

飯　

田　

秀　

総
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５　

公
開
買
付
規
制
の
課
題 

京
都
大
学
教
授　
　

齊　

藤　

真　

紀

　
　

６　

ア
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
に
関
連
す
る
法
的
検
討
課
題 

慶
應
義
塾
大
学
教
授　
　

松　

元　

暢　

子

　
　

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー 

弁
護
士　
　

小　

舘　

浩　

樹

 

弁
護
士　
　

玉　

井　

裕　

子

　
　
　

＊　

各
報
告
に
つ
い
て
は
︑
別
添
の
資
料
︵
旬
刊
商
事
法
務
二
三
六
七
号
抜
刷
︶
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
︒

Ⅱ　

個
別
報
告
（
一
〇
月
一
三
日　

九
時
三
〇
分
～
一
七
時
）

　

⑴　

第
一
部
会
︵
民
法
部
会
︶

　
　

ア　
﹁
契
約
内
容
の
確
定
に
関
す
る
一
考
察

│
フ
ラ
ン
ス
法
か
ら
の
示
唆
﹂ 

関
西
学
院
大
学
教
授　
　

山　

代　

忠　

邦

　
　

イ　
﹁
契
約
の
内
容
規
制
に
お
け
る
﹁
交
渉
力
﹂
の
意
義

　
　
　
　
　

│
ア
メ
リ
カ
の
非
良
心
性
法
理
に
お
け
る
﹁
バ
ー
ゲ
ニ
ン
グ
・
パ
ワ
ー
の
不
均
衡
﹂
を
参
考
に
﹂ 

福
岡
大
学
准
教
授　
　

柳　
　
　

景　

子

　
　

ウ　
﹁
価
格
変
動
の
態
様
か
ら
見
る
損
害
賠
償
額
の
算
定
時
期
﹂ 

沖
縄
国
際
大
学
教
授　
　

田　

中　
　
　

稔

　
　

エ　
﹁
契
約
責
任
法
に
お
け
る
責
任
内
容
確
定
の
構
造
と
方
法

│
損
害
論
の
視
角
か
ら
の
分
析
﹂ 

北
海
道
大
学
准
教
授　
　

林　
　
　

耕　

平

　

⑵　

第
二
部
会
︵
民
法
部
会
︶

　
　

ア　
﹁
不
法
行
為
法
上
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

│
分
類
と
救
済
の
再
考
﹂ 

東
京
経
済
大
学
教
授　
　

上　

机　

美　

穂

　
　

イ　
﹁
不
動
産
所
有
権
の
取
得
時
効
﹂ 

上
智
大
学
准
教
授　
　

善　

塔　

章　

夫

　
　

ウ　
﹁
民
法
上
の
法
人
で
な
い
団
体
の
財
産
帰
属
と
公
示

│
ド
イ
ツ
法
及
び
韓
国
法
と
の
比
較
﹂ 

広
島
大
学
准
教
授　
　

金　
　
　

旼　

姝

　

⑶　

第
三
部
会
︵
商
法
部
会
︶

　
　

ア　
﹁
フ
ラ
ン
ス
会
社
法
に
お
け
る
ソ
シ
エ
テ
概
念

│
組
合
・
会
社
・
社
会
﹂ 

東
北
大
学
准
教
授　
　

石　

川　

真　

衣

　
　

イ　
﹁
実
質
株
主
開
示
規
制
と
大
量
保
有
報
告
制
度

│
透
明
性
と
公
正
性
が
確
保
さ
れ
る
金
融
市
場
を
目
指
し
て
﹂

 

名
古
屋
学
院
大
学
教
授　
　

坂　

東　

洋　

行

　
　

ウ　
﹁
役
員
報
酬
に
対
す
る
法
規
制

│
現
状
と
そ
の
あ
り
方
﹂ 

神
戸
大
学
准
教
授　
　

熊　

代　

拓　

馬

Ⅲ　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
一
〇
月
一
三
日　

昼
食
後
～
）

　
﹁
少
数
株
主
の
抑
圧
救
済
法
理
の
立
法
論
的
考
察

│
剰
余
金
配
当
の
不
当
な
抑
制
を
中
心
に
﹂

 

司
会
者　
　
　

早
稲
田
大
学
教
授　
　

川　

島　

い
づ
み
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報
告
者　
　

慶
應
義
塾
大
学
教
授　
　

久
保
田　

安　

彦

 

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー　

大
阪
公
立
大
学
准
教
授　
　

仲　
　
　

卓　

真

　
　
　

＊ 　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
︑
特
定
の
テ
ー
マ
に
関
心
を
持
つ
少
人
数
の
参
加
者
が
自
由
に
討
論
す
る
形
で
進
行
す
る
研
究
会
で
す
︒
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
参
加
者
は
一
五
名
程
度
に

限
定
し
︑
参
加
者
全
員
が
議
論
に
参
加
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
お
り
ま
す
︒
参
加
者
の
決
定
は
︑
会
場
へ
の
先
着
順
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
︵
本
年
度
大
会
へ
の
事
前
参
加

登
録
フ
ォ
ー
ム
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
欄
が
あ
り
ま
す
が
︑
こ
れ
は
参
加
者
の
数
を
推
計
す
る
た
め
の
も
の
で
参
加
資
格
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
の
で
︑
ご
了
承
く
だ
さ
い
︶︒
右

の
テ
ー
マ
に
御
関
心
の
あ
る
方
々
は
︑
予
め
参
考
文
献
に
目
を
通
し
た
う
え
︑
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
︒
な
お
︑
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
︑
昼
休
み
の
時
間
帯
を
利
用
し
て
行

わ
れ
ま
す
︒
参
加
者
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
会
場
で
昼
食
を
と
っ
て
い
た
だ
き
︑
昼
食
終
了
後
︑
直
ち
に
報
告
・
討
論
に
入
る
こ
と
に
な
り
ま
す
︒

Ⅳ　

拡
大
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
一
〇
月
一
三
日　

一
三
時
一
〇
分
～
一
五
時
四
〇
分
）

　
﹁
詐
害
行
為
取
消
権
と
否
認
権

│
民
法
と
倒
産
法
と
の
対
話
﹂

 

司
会
者
・
報
告
者　
　
　
　
　
　
　

武
蔵
野
大
学
教
授　
　

片　

山　

直　

也

 

報
告
者　
　
　
　
　
　
　

神
戸
大
学
准
教
授　
　

瀬
戸
口　

祐　

基

 

報
告
者　
　
　
　
　
　
　
　

神
戸
大
学
教
授　
　

行　

岡　

睦　

彦

 

報
告
者　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
大
学
教
授　
　

水　

津　

太　

郎

 

報
告
者　
　

弁
護
士
・
一
橋
大
学
客
員
教
授　
　

髙　

井　

章　

光

 

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー　

東
京
大
学
・
一
橋
大
学
名
誉
教
授　
　

中　

田　

裕　

康

 

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
大
学
教
授　
　

垣　

内　

秀　

介

　
　
　

＊ 　

拡
大
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
︑
特
定
の
テ
ー
マ
に
関
し
︑
主
と
し
て
中
堅
の
研
究
者
に
よ
り
問
題
提
起
と
な
る
報
告
を
し
て
い
た
だ
き
︑
そ
れ
に
基
づ
き
︑
フ
ロ
ア
の
会
員
と
の

活
発
な
議
論
を
行
う
も
の
で
す
︒
従
来
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
︑
全
員
が
議
論
に
参
加
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
参
加
者
を
少
人
数
に
限
定
し
て
行
わ
れ
る
の
に
対
し
︑
拡
大

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
︑
報
告
者
と
フ
ロ
ア
か
ら
主
体
的
に
議
論
に
加
わ
る
者
と
の
間
の
意
見
の
や
り
と
り
を
通
じ
て
︑
そ
の
場
に
臨
ん
だ
会
員
の
間
で
広
く
問
題
認
識
や
議
論
の

深
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
︒
そ
の
た
め
︑
よ
り
多
く
の
会
員
が
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
︑
個
別
報
告
の
会
場
を
利
用
し
て
行
わ
れ
ま
す
︒
拡
大
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
は
予
定
さ
れ
た
時
間
内
に
必
ず
終
了
す
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
︒

Ⅴ　

総
会
（
一
〇
月
一
三
日　

一
二
時
～
一
二
時
二
〇
分
）

　

本
年
度
大
会
の
総
会
は
︑
現
地
参
加
の
み
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒
オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
︑
ご
注
意
く
だ
さ
い
︒

六
校
六
校

六
校
六
校

五
校
五
校

五
校
五
校

四
校
四
校

四
校
四
校



─ 5 ─

四　

注
意
事
項

　

⑴ 　

本
年
度
大
会
に
参
加
︵
現
地
参
加
ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴
︶
す
る
に
あ
た
っ
て
は
︑
二
の
後
の
枠
で
囲
わ
れ
た
記
載
を
ご
参
照
い
た
だ
き
︑
事
前
参
加
登

録
を
し
て
い
た
だ
い
た
う
え
で
︑
必
要
な
資
料
等
は
︑
各
自
︑
大
会
特
設
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
・
印
刷
す
る
等
し
て
︑
ご
用
意
く
だ
さ
い
︒

　

⑵ 　

本
年
度
大
会
で
は
︑
現
地
参
加
を
さ
れ
る
方
に
は
︑
受
付
で
名
札
入
れ
を
配
布
い
た
し
ま
す
︒
氏
名
等
は
記
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
︑
各
自
で
名
刺
を
入

れ
て
い
た
だ
く
か
︑
名
札
を
手
書
き
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
︒

　

⑶ 　

本
年
度
大
会
で
は
︑
現
地
で
の
お
弁
当
の
提
供
は
い
た
し
ま
せ
ん
︒
持
参
さ
れ
た
昼
食
を
お
と
り
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
ご
用
意
い
た
し
ま

す
︒
一
日
目
の
昼
は
︑
大
学
の
食
堂
を
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
︒

　

⑷ 　

開
催
校
側
の
機
器
の
ト
ラ
ブ
ル
等
に
よ
り
︑
オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴
を
さ
れ
る
方
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
視
聴
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
ま
た
は
不
可
能
に
な
っ
た
と

き
は
︑
後
日
︑
大
会
の
録
画
ま
た
は
録
音
の
提
供
に
つ
い
て
︑
日
本
私
法
学
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
に
て
︑
ご
案
内
い
た
し
ま
す
︒

　
　

 　

不
測
の
事
態
が
発
生
し
た
こ
と
に
よ
り
︑
開
催
方
式
の
変
更
等
を
す
る
必
要
が
生
じ
た
と
き
は
︑
日
本
私
法
学
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
に
て
︑
ご
案
内
い
た
し

ま
す
︒

□　

日
本
私
法
学
会
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

＊　

日
本
私
法
学
会
大
会
に
お
け
る
個
別
報
告
の
申
請
に
つ
い
て

　

 　

日
本
私
法
学
会
大
会
に
お
け
る
個
別
報
告
に
つ
い
て
は
︑
二
〇
〇
〇
年
度
大
会
か
ら
個
別
報
告
審
査
制
度
が
導
入
さ
れ
︑
個
別
報
告
審
査
委
員
会
に
よ
る
審
査
を
経
た
う
え
で
︑
理
事
会
に

お
い
て
個
別
報
告
を
行
う
者
を
決
定
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
︒
日
本
私
法
学
会
大
会
に
お
い
て
個
別
報
告
を
希
望
さ
れ
る
会
員
は
︑﹁
日
本
私
法
学
会
個
別
報
告
審
査
規
則
﹂
お
よ
び

﹁
日
本
私
法
学
会
大
会
に
お
け
る
個
別
報
告
に
関
す
る
規
程
﹂︵
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
二
日
理
事
会
決
定
︶
を
よ
く
お
読
み
に
な
り
︵
日
本
私
法
学
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
︹https://japl.jp/

︺
を
ご

覧
く
だ
さ
い
︶︑
個
別
報
告
の
資
格
要
件
等
に
つ
い
て
確
認
さ
れ
た
う
え
で
︑
個
別
報
告
の
申
請
を
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
︒
な
お
︑
こ
の
点
に
関
し
て
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
︑
日
本
私
法
学
会
事
務
局
ま
で
︑
メ
ー
ル
に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

　
　

日
本
私
法
学
会
事
務
局　
　

幹
事　

阿　

部　

裕　

介　

・　

水　

津　

太　

郎

　
　
　

〒
一
一
三
-
〇
〇
三
三　

東
京
都
文
京
区
本
郷
七
-
三
-
一　

東
京
大
学
法
学
部
研
究
室
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

TEL　

〇
三
︵
五
八
四
一
︶
三
一
三
一
︵
法
学
部
研
究
室
受
付
︶　
　

℻　

〇
三
︵
五
八
四
一
︶
三
一
七
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

E
-M

ail　

office@
japl.jp

六
校
六
校

六
校
六
校

五
校
五
校

五
校
五
校

四
校
四
校

四
校
四
校
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時　間　割
10月12日（土）

  9：30

12：00

14：00

17：00

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
⑴

昼休み

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
⑴

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
⑵

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
⑵

10月13日（日）
部会
 9：30

10：30
10：50

11：50
12：00
12：20
12：30

13：10

14：30
14：40

15：40
16：00

17：00

第１

山
代

柳

総会

昼休み

田
中

林

第２

上
机

善
塔

拡
大
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

金

第３

石
川

坂
東

熊
代

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

六
校
六
校

六
校
六
校

五
校
五
校

五
校
五
校

四
校
四
校

四
校
四
校
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大阪大学豊中キャンパス案内図

運動用具庫

講義Ｃ棟
全学教育
総合棟Ⅱ

全学教育
総合棟Ⅰ

全学教育
実験棟Ⅱ

全学教育実験棟Ⅰ

学生交流棟

茶室

学生会館待兼山会館

音楽練習室１

音楽練習室２豊中福利会館

豊中総合会館 法経研究棟

文法経本館

文経中庭会議室 総合図書館

総合図書館

全学教育
大講義室

サイバーメディアセンター
豊中教育研究棟

学内連絡バス
バス停

ＯＳＩＰＰ棟

保健センター

基礎工学Ａ棟
基礎工学Ｂ棟
基礎工学Ｃ棟
基礎工学Ｄ棟
基礎工学Ｅ棟
基礎工学Ｆ棟

待兼池

基礎工学国際棟
プラズマCVD研究棟

電話交換室

基礎工学Ｎ

サイバーメディアセンター
豊中教育実習棟

サイバーメディアセンター
データステーション

カフェテリア
らふぉれ

明道館

言語文化Ａ棟

言語文化Ｂ棟
浪高庭園

文法経講義棟

法経講義棟

芸術研究棟

文日本学棟

全学教育管理・講義Ａ棟

全学教育講義Ｂ棟

ローソン
（日曜日休業）

至 正門

至 石橋門

学会受付

石橋門

キャンパス中心部

大阪モノレール
柴原阪大前駅

阪急石橋阪大前駅

ローソン
（日曜日休業）

■　学会当日は、まずは「学会受付」にお越しください。
■　お弁当の予約販売はいたしません。１日目の昼は、キャンパス内の一部の食堂およびコンビニをご利
用いただけます。２日目は、キャンパス内の食堂およびコンビニは営業しておりません。お弁当につ
いては、大阪駅、新大阪駅の構内店舗が品揃え豊富です。両日ともに、キャンパス内の昼食会場を設
けてますので、持参いただいた昼食をおとりいただけます。

■　会場周辺の飲食店等については、日本私法学会ホームページ内の「大会特設ページ」よりダウンロー
ドしていただけるようにします。

個別報告（第１部会）
個別報告（第２部会）
拡大ワークショップ（民法）

民法シンポジウム

ワークショップ（商法）

運営懇談会
理事会

図書館下食堂（地下１階）
売店（地下１階）

喫煙所

キャンパス中心部

阪大坂
　石橋門まで坂道を上ります。石橋門の
内側のキャンパス内は平坦です。
　石橋阪大前駅から学会受付まで徒歩で
約25分かかります。

正門
　少し遠回りになりますが、ほ
ぼ平坦な道です。学会受付まで
徒歩で約15分かかります。

柴原口
　学会受付への近道ですが、短い
上り坂が１箇所あります。

学会受付
商法シンポジウム
個別報告（第３部会）
総会

六
校
六
校

六
校
六
校

五
校
五
校

五
校
五
校

四
校
四
校

四
校
四
校
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大阪大学豊中キャンパスへのアクセス

●　柴原阪大前駅（大阪モノレール）　徒歩約15分
●　石橋阪大前駅（阪急宝塚線）　徒歩約25分
※　箕面船場阪大前駅（大阪メトロ御堂筋線・北大阪急行）、
阪大病院前駅（大阪モノレール彩都線）は最寄り駅で
はありません。ご注意ください。

主要駅・空港からのアクセス

豊中キャンパス

蛍池 柴原
阪大前

石橋阪大前

北千里
至 箕面

大阪モノレール

JR山陽新幹線

JR神戸線

JR環状線

JR京
都線

阪急
京都
線

阪急神戸線

阪神本線

大阪モノレール

……徒歩（15分）

……徒歩（25分）

門真市行き（６分）

大阪メトロ御堂筋線・北大阪急行

箕面萱野行き（13分）

大阪モノレール

大阪空港行き（６分）

大阪メトロ御堂筋線・北大阪急行

箕面萱野行き（20分）

阪急宝塚線

（13ｰ19分）

大阪モノレール

門真市行き（３分）

阪急宝塚線

（15ｰ22分）

徒歩

（８分）

徒歩

（８分）

大阪モノレール

大阪空港行き（６分）

至 宝塚

至 なんば

至 

京
都

阪
急
千
里
線

大
阪
メ
ト
ロ
堺
筋
線

大
阪
メ
ト
ロ
御
堂
筋
線

北
大
阪
急
行
線阪

急
宝
塚
線

至 

神
戸

千里中央

山田

江坂

淡路
十三

大阪空港

新大阪

梅田（大阪）

大阪空港

JR新大阪

JR大阪

千里中央

蛍池
阪急
大阪梅田

柴原阪大前

石橋阪大前

六
校
六
校

六
校
六
校

五
校
五
校

五
校
五
校

四
校
四
校

四
校
四
校


